
びまん性胸膜肥厚と肺がんの関係について

症例： 著しい呼吸機能障害を伴うびまん性胸膜肥厚の所見を有する８１例

※全国労災病院で診断又は治療を受けている症例及び石綿健康被害救済法により

認定を受けた症例等で石綿肺合併症例を除く（平成２２～２４年度にかけて収集）。

性別： 男性７８例、女性３例

所見：

①肺線維化 ：２５例（３０．９％）

②プラーク ：７１例（８７．７％）

③良性石綿胸水 ：５１例（６３．０％）

④肺がん ： ０例（ ０％）

考察：

今回の我々の結果からは、びまん性胸膜肥厚８１例中１例も肺がんの発生がなかったこと
から、びまん性胸膜肥厚の所見を有する症例において肺がんの発生頻度が２倍以上になる
ことは確認できなかった。
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